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一
般
質
問
 
体
育
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
建
設
し
た
 

　
場
合
の
経
済
効
果
と
市
民
利
用
 

 
 
 
 
 
新
生
ク
ラ
ブ
 
佐
古
　
一
夫
 

 
 
 
仮
に
、
大
規
模
な
大
会
が

開
催
で
き
る
施
設
が
整
備
さ
れ
た

場
合
、
各
競
技
団
体
に
よ
る
大
会

誘
致
が
よ
り
展
開
し
や
す
い
状
況

と
な
り
、
こ
う
し
た
大
会
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
効
果

も
期
待
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
 

　
ま
た
、
市
民
の
利
用
に
つ
い
て
、

市
民
体
育
館
で
は
、
曜
日
に
よ
り

実
施
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
種
目
を
限

定
し
て
い
る
が
、
施
設
が
整
備
さ

れ
た
場
合
、
同
時
に
数
多
く
の
種

目
が
利
用
可
能
と
な
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
市
民
利
用
が
高
ま
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
　
（
教
育
長
）
 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
 

　

ど
う
評
価
し
て
い
る
か
 

 

 
 
 
 
 
公
明
党
 
茂
木
　
修
 

 
 
 
本
制
度
は
、
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
老
人
医
療
費
の
増
大
が

見
込
ま
れ
る
中
、
国
民
皆
保
険
を

堅
持
し
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可

能
な
医
療
制
度
の
構
築
の
た
め
に

創
設
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る

が
、
国
民
的
な
議
論
が
起
き
て
お

り
、
国
に
お
い
て
も
負
担
軽
減
の

改
善
策
等
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
 

　
今
後
、
全
体
の
制
度
設
計
が
シ

ン
プ
ル
で
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た

コ
ス
ト
削
減
の
観
点
も
視
野
に
入

れ
、
国
民
に
理
解
さ
れ
る
制
度
と

し
て
議
論
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。（
市
長
）
 

市
全
体
の
将
来
的
な
 

 
 
交
通
体
系
の
あ
り
方
 

 民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト
 
斉
藤
 
佐
知
子
 

 
 
 
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
は
、
公
共
交
通
を
中

心
と
し
た
利
便
性
の
高
い
、
地
域

の
交
通
体
系
の
構
築
が
求
め
ら
れ

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
 

　
将
来
的
な
交
通
体
系
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
全
市
的
な
見
地
か

ら
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
必
要
に
応
じ
、
行
政
機
関

の
ほ
か
交
通
事
業
者
や
市
民
、
学

識
経
験
者
な
ど
で
構
成
す
る
「
函

館
市
生
活
交
通
協
議
会
」
に
お
い

て
、
協
議
・
検
討
を
進
め
、
対
応

し
た
い
。
　
　
　
　
　
（
市
長
）
 

総
合
的
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
は
 

　
ど
う
し
て
も
財
政
的
に
困
難
か
 

 

市
民
ク
ラ
ブ
 
小
野
沢
　
猛
史
 

 
 
 
地
方
交
付
税
の
大
幅
な
削

減
な
ど
当
市
の
お
か
れ
て
い
る
厳

し
い
財
政
状
況
の
な
か
で
は
、
政

策
の
優
先
度
を
考
慮
し
、
何
に
予

算
を
配
分
す
る
か
は
非
常
に
重
要

な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。
 

　
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
幸
せ
や
地
域
の
発
展
に
つ
な
が

り
、
既
存
施
設
の
な
い
も
の
を
優

先
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
市
民

体
育
館
は
、
近
年
屋
根
を
改
修
し
、

今
後
照
明
の
改
修
も
予
定
し
て
お

り
、
現
状
で
は
既
存
施
設
を
で
き

る
だ
け
長
く
活
用
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
　
　
（
市
長
）
 

南
茅
部
地
域
の
病
院
利
用
者
等
の
 

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
 

 

市
民
ク
ラ
ブ
 
佐
々
木
　
信
夫
 

 
 
 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、

自
家
用
車
を
持
た
な
い
高
齢
者
を

は
じ
め
、
地
域
住
民
の
通
院
・
通

学
、
公
共
施
設
へ
の
移
動
な
ど
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
形
成

に
資
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
経
費
負
担
な
ど
の
課

題
も
含
め
、
研
究
が
必
要
に
な
る

と
考
え
て
い
る
が
、
地
域
の
病
院

利
用
者
の
送
迎
な
ど
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
利
用
さ
れ
て
い
る
地
域
福

祉
バ
ス
の
運
行
状
況
等
を
検
証
し
、

そ
の
活
用
が
可
能
か
ど
う
か
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。
　
（
市
長
）
 

大
間
原
子
力
発
電
所
着
工
許
可
に
 

　
対
す
る
認
識
と
安
全
確
保
対
策
 

民
主
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市
民
ネ
ッ
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道
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克
雄
 

 
 
 
大
間
原
子
力
発
電
所
は
、

世
界
で
初
め
て
M
O
X
燃
料
を
全

炉
心
に
使
用
す
る
方
式
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
安
全
性
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
市
民
の
方
も
い
る
こ

と
を
認
識
し
て
い
る
。
当
面
は
、

情
報
を
把
握
し
て
市
民
に
伝
え
、

不
安
の
払
拭
に
努
め
る
と
と
も
に
、

万
が
一
の
際
の
安
全
確
保
対
策
の

準
備
を
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
緊
急
時
の
連
絡

体
制
の
確
立
に
よ
り
、
市
民
の
安

全
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
事
業

者
に
対
し
て
も
万
全
な
対
策
を
要

請
し
て
い
き
た
い
。
　
（
市
長
）
 

大
間
原
子
力
発
電
所
の
事
業
者
に
 

説
明
会
を
求
め
た
こ
と
が
あ
る
か
 

日
本
共
産
党
 
紺
谷
　
克
孝
 

 
 
 
住
民
説
明
会
の
開
催
に
つ

い
て
は
、
平
成
10
年
10
月
に
市
と

し
て
電
源
開
発
㈱
に
対
し
要
請
し

た
経
過
が
あ
る
。
 

　
ま
た
、
過
去
の
説
明
会
に
つ
い

て
は
、
当
地
域
と
青
森
県
下
北
地

方
の
連
携
・
交
流
を
目
的
と
し
た

「
函
館
・
下
北
連
絡
協
議
会
」
に

お
い
て
、
昭
和
63
年
か
ら
計
画
の

概
要
説
明
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、

平
成
９
年
12
月
か
ら
10
年
１
月
に

か
け
て
は
、
旧
４
町
村
に
対
す
る

個
別
説
明
、
平
成
10
年
11
月
に
は
、

当
市
管
内
３
漁
協
役
員
に
対
し
説

明
が
行
わ
れ
て
い
る
。
（
市
長
）
 

北
海
道
新
幹
線
開
業
時
ま
で
に
 

　
　
近
隣
市
町
と
合
併
す
べ
き
 

 

新
生
ク
ラ
ブ
 
金
澤
　
浩
幸
 

 
 
 
新
幹
線
開
業
に
よ
り
、
経

済
や
文
化
な
ど
様
々
な
分
野
で
の

交
流
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
新
幹
線
時
代
を
見
据
え
、

地
域
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
合
併
に
よ
り
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
知
名
度
等
を
高
め
る

こ
と
も
地
域
の
振
興
・
発
展
の
た

め
の
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る

が
、
合
併
は
市
町
村
の
あ
り
方
や

枠
組
み
を
変
え
る
重
大
な
問
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
な
対
応
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
（
市
長
）
 

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
 

に
お
け
る
中
心
市
街
地
の
考
え
方
 

公
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新
し
い
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
に
お
い
て
、
中
心
市

街
地
の
範
囲
を
広
げ
る
べ
き
と
の

こ
と
だ
が
、
こ
の
計
画
は
、
当
初

新
幹
線
時
代
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
駅
前
・
大
門
地
区
を
「
函
館

の
顔
」
と
し
て
再
活
性
化
す
る
た

め
に
策
定
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
、

新
し
い
計
画
に
お
い
て
も
、
同
地

区
を
中
心
市
街
地
と
し
て
位
置
づ

け
集
中
的
に
施
策
を
講
じ
、
そ
の

他
の
地
区
に
つ
い
て
は
、
観
光
施

策
や
商
業
政
策
の
な
か
で
活
性
化

を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
も
の
と

考
え
て
い
る
。
　
　
　
（
市
長
）
 

　
一
般
質
問
は
、
市
の
行
政
全

般
に
わ
た
っ
て
、
市
長
を
は
じ

め
と
す
る
執
行
機
関
に
対
し
事

務
の
執
行
の
状
況
お
よ
び
将
来

に
対
す
る
方
針
等
に
つ
い
て
所

信
を
質
し
、
あ
る
い
は
報
告
、

説
明
を
求
め
、
ま
た
は
疑
問
を

質
す
も
の
で
す
。
 

 
今
回
の
定
例
会
で
は
20
名
の

議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
質
問
に
対
す

る
答
弁
の
う
ち
、
一
人
に
つ
き

一
項
目
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
 


